
2024 年 12 月６日（金） 質疑応答① 

 

＜仕様書 第６(1) ②コンテンツ作成（デザイン等含む）＞ 

 「国際金融機能誘致」 トップページ に掲載 している 「 Advisor 」・「 Testimonials 」 

コンテンツを見やすさ、使いやすさを重視したページとして新たに作成すること。 

答： 

①今年度中に、Advisor1 件、Testimonials3 件、動画を追加で掲載予定です。来年度

以降については、現時点では未定です。 

②国際金融の WEB サイトは、海外の資産運用会社/VC や Fintech 企業など金融事業者

を福岡に誘致するための情報発信サイトとしています。誘致対象企業の福岡進出を

後押しするうえで、業界で著名なアドバイザーの方々や、実際に福岡へ進出した企

業に福岡の魅力を語っていただき、それを発信することは非常に有効だと考えてい

ます。 

 

＜仕様書 第６(1) ④ＣＭＳの構築＞ 

ＣＭＳソフトウェアは商用を用いるものとし、受諾者においてソフトウェアのバー

ジョンアップや不具合対応等適切なサポートを実施すること。 

答：差し支えありません。 

 

＜仕様書 第６(1)⑤ホームページの多言語化対応＞ 

 日本語の他に 英語翻訳を可能とする機能を搭載すること。 

 答：間違いありません。 

 

＜仕様書 第６(1)⑤ホームページの多言語化対応＞ 

 英語を母国語とする者に文章校正をさせること。 

 答：間違いありません。日本語版を作成した後、英語版を複製するイメージです。 

 

 

＜企画提案公募実施要領 ５（５）企画提案書の様式＞ 

 答：Ａ４判での対応が難しい場合は、Ａ３判での対応も可能です。 
 

以上 

問： 

①「国際金融機能誘致」トップページに掲載している「Advisor」「Testimonials」

コンテンツは、今後更新して件数が増えていく想定か。 

②この２つのコンテンツに重きを置いている理由は何か。 

問：CMS は、WordPress で提案しても良いか。 

問：多言語対応については、現行の中国語は不要で、英語のみで間違いないか。 

問：多言語対応について、サイト内の全ページネイティブ翻訳（母国語とするもの

に文章校正）が必要という認識で間違いないか。 

問：企画提案書は、デザイン等 A3の折り込みで提出することは可能か。 


